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第６学年○組 道徳学習指導案 

平成１７年  月  日（○曜日） 第○時限 ６年○組教室 

                              指導者 田中 清彦 

                       

１ 主 題 名  いちばん高いねだんの絵（２－⑶ 信頼・友情）【出典：明るい心】 

 ２ 主題について 

⑴ 学級の児童の実態 

本学級の児童は，「友達と仲よくしよう。困っている人を助けよう。」という言葉

を素直に受け止め，友達が学習用具を忘れると自分のものを貸してあげたり，体調

の悪い友達やけがをした友達を保健室へ連れて行ったりしている。しかし，遊びや

好きなことなどに夢中になっているときは，ささいな出来事が原因で，もめ事やい

じわる，仲間はずれが起きることがある。また，自分が考えていることやしたいと

思っていることは，友達も自分と同じように考えていると思い込んでいる児童も多

い。その理由としては，自己中心的な考えや相手の立場になって考えようとする意

識の低さなどが考えられる。 

また，高学年の女子の特徴として小グループになって行動する傾向が見られる。

一見，同じグループだから友情が育っているように見えるが，そうとは限らない場

合が見られる。それは，一人でいることへの不安を解消するためのグループであっ

たり，損得感情で一緒にいるだけの関係であったりして，友達のすばらしさを感じ

取ることができていないためであると考える。 

⑵ 学習内容 

本主題の内容項目「信頼・友情」は、視点２「主として他の人とのかかわりに関

すること」の (3)に位置付けられている。 

本学級の児童は自分の損得感情で友達を選びがちだが，それでは相互の理解や交

流があまり深まらないであろう。学校生活における友達関係は，相互に役立つこと

を期待し合ったり競争したりしながらも，家族に対する心情と似たものを互いにも

ち合うことによって，より望ましい方向に培われていくものと考える。さらに，相

手の調子がいいときは友達だが，相手の立場が悪くなると離れてしまう，といった

ようでは真の友情とはいえない。むしろ相手が苦しい立場にいるときほど，その人

の味方になってあげられるような心が大切であると考える。 

そこで，「友達と仲よくすることのすばらしさ」「互いに助け合おうとする心の大

切さ」に気付かせ，相手の立場に立って友達と仲よく楽しい生活を送ろうとする気

持ちを育てたいと考えた。 

さらに，この時期に友情を大切にしようとする気持ちを高めていくことは，豊か

な人間関係を築く上で大切であり，よりよく生きようとする上で必要な資質である

と考える。 
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⑶ 資料の解釈と取り扱い 

本資料は，生活が苦しいときにルソーに助けてもらったミレーの気持ちの変容を

中心に描かれている話である。ルソーの行為に対するミレーの気持ちに児童は共感

しやすいと考えられるが，特に，ミレーに手を差し伸べたルソーの見返りを期待し

ない気持ちに気付かせたい。そこで，本時はルソーの気持ちを中心に考えさせる。 

第１の着眼点は，ルソーが絵を買い取ろうと決心したのは，貧しい上に厳しい批

評を受け自殺まで考えたミレーを何とか救いたかったことに気付かせたい。  

第 2は，ミレーにお金を手渡したルソーの気持ちについて考えさせて，ルソーも

豊かではなかったが友達のためにした行為であることに気付かせたい。 

第 3は，ミレーが流した涙を見た時のルソーの気持ちや「うん，たぶん言わない

ね。」といったルソーの言葉の意味を考えさせることを通して，ミレーに自分が絵を

買い取ったことを知らせなかったのはルソーに見返りを期待しない気持ちがあるこ

とに気付かせ，友達を思うルソーの心の深さに触れさせたい。 

 ⑷ 本研究「思いが輝く道徳授業」との関連 

    今までの道徳の授業において，児童の発言を受容することを優先し,「いろいろな

考え方が出たね。」で満足してしまう面があった。これでは本当に気持ちが高まった

り，考えが深まったりできたとは言えないときがある。そこで本研究では，発言し

た児童に教師が「問い返しの発問」を行うことで，もう一歩深く考えさせ，新しく

気付いた感じ方・考え方を基に，話し合う活動を通して，思いが輝く児童の姿を表

出していきたい。 

３ 指導計画（１時間完了）  

 ４ 本時の指導 

 ⑴ 目 標  ルソーの見返りを期待しない行為から，ミレーを思う深い心配りに気

付き，友達を大切にしていこうとする気持ちを高める。【発言,プリント】 

  ⑵ 準 備 教師 ルソーとミレーの表情絵  場面絵１・２（板書案参照）          

 ＰＣ（パワーポイント） プロジェクター  スクリーン 

児童 道徳カード 

  ⑶ 関 連 ５年「ナイスシュート」 中１「ライバル」 

  ⑷ 評価の観点  

    本時の指導で，児童がどのように変容したかを検証するために，展開後段で，児

童に「どんな友情を育てていきたいか。」を道徳カードに書かせ，以下の観点に沿っ

て分析し評価する。     友情について 

 

                 ⇒ 

 

 

【授業前の児童の様子と考え方】 

○ □□してくれるから友達を大切

にしているよ。 

○ 友達だったら，自分を助けてくれ

るべきだ。 

【授業を通して高めたい児童の考え方】 

○ 自分のことよりも友達のことを真

剣に考えていきたいな。 

○ お互いに助け合う仲間になってい

きたい。 
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⑸ 指導過程（□で囲った部分は，問い返しの発問例） 

時間

配分 
学 習 活 動 教材等 教師の働きかけと発問 予想する児童の反応 

５分 

 

 

 

 

 

27分 

(５分) 

  

 

 

 

(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(７分) 

 

 

 

 

１ 本時の学習内容

に関心や意欲をも

ち，学習課題を確認

する。 

 

 

２ 資料「一番高いね

だんの絵」を読んで

ルソーの気持ちに

ついて話し合う。 

 

パワー 

ポイント 

 

 

 

 

パワー 

ポイント 

 

 

 

 

パワー 

ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

パワー 

ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワー 

ポイント 

① あなたにとって，

「友達」とはどんな存

在ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② いつ自殺するか分

からないミレーを，ル

ソーはどんな気持ち

で見ていたのでしょ

うか。 

 

 

 

 

③ 何百フランかのお

金をミレーに手渡し

た時，ルソーはどんな

ことを思ったのでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

④ ミレーの流す涙を

見た時，ルソーはどん

なことを思ったので

しょうか。 

 

①・遊び仲間。 

・一緒にいると楽しい人。 

・何かをしてもらった時に

優しくしてくれる。 

・悲しい時やつらい時にな

ぐさめてくれる。 

 

 

 

 

 

 

②・心配だな。 

・かわいそうだな。 

・落ち込んでいるな。 

・大丈夫かな。 

・助けてあげたい。 

 ・自殺させるわけにはいか

ない。何とかしないと。 

 ・頑張ってほしいな。 

 

 ・うそがばれないかな。  

・お金を受け取ってくれて

うれしいよ。 

・ミレー頑張ってくれ。 

 ・自殺なんかするなよ。 

 ・これで自信をつけてくれ。 

 ・これで冬が越せるだろう。 

・僕も苦しいけど，ミレー

はもっと苦しいんだ。 

 

・僕がミレーのことを思っ

てやったことはむだでは

なかった。 

・僕は病気になってしまっ

たが，ミレーが有名にな

ってよかった。 

・君が画家として有名にな

ってうれしいよ。 

・僕のために涙を流すミレ

ーと友達でよかった。 

・泣かなくてもいいよ。僕

がのぞんでやったことだ

から。 
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指 導 上 の 留 意 点   評価の観点と方法 

○ 友達について想起しやすいようにするために，パワーポイ

ントで学級の写真を提示する。 

○ 自分が友達を大切にしているのは友達から何かやっても

らっているからといった損得感情が入っている場合がある

ことに気付かせる。 

 

○ 資料範読の前に，読み誤りがないように，ルソーは有名だ 

ったが豊かではなかったことを，ミレーは貧しくて落選して

いたことを事前に板書しておく。 

○ 資料提示の際に，ミレーが描いた絵をパワーポイントで紹 

介したり，ＢＧＭを流したりして雰囲気を出し，資料の世界

に浸らせる。 

○ ②の発問の前に，ミレーの状況が大変であることを再確認

し，ルソーがミレーを思う気持ちにより迫らせるために，落

ち込んでいるミレーを写した画面をしばらく見つめさせ，児

童の思いを引き出しやすくする。 

 

 

 

  

 

○ ③の発問をする前に，ミレーに手渡したお金は，実はルソ

ーがミレーに気付かれないように仕組んだ作戦であること

を確認する。 

○ ③において，ルソーがミレーにお金を手渡す場面の画面に

注目させ，ルソーの気持ちを吹き出しで表し，そこにどんな

気持ちが入るかを考えさせる。 

○ 豊かでないルソーもミレーの状況を知り，やむにやまれな

い気持ちでお金を手渡したことに気付かせるとともに，ミレ

ーのためにお金を手渡した時のルソーの気持ちには悔いが

ないことをおさえる。 

○ ④の発問の前に，涙を流したミレーの気持ちを考えさせ，

支えてくれたのが実はルソーだったことを初めて知ったミ

レーの驚き，感動，感謝の気持ちに気付かせる。 

 

 

 

 

 

○ 問い返しをしても児童からの発言が引き出せられなかっ

た場合は，「みんなはどう思いますか。」と全体に投げ掛けた

り，近くの児童同士で話し合わせたりするように指示する。 

○ 友達とはどんな存在かを発

表することができたか，発言

内容からつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ミレーに対して心から心配 

するルソーの気持ちに気付く

ことができたか，発言内容や

表情からつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 見返りを期待しないルソー

の友情の深さに気付いたか，

発言内容や表情からつかむ。 

 

 

【②の発問で，「心配だな。」といった発言があった場合】 

「ルソーが心配なのはミレーがどうなることだと思っているのかな。」と問い返す。 

意図 ルソーがミレーに対して，ただ単に心配しているのではなくて，自殺をしないだろうか   

といった心からの心配をしている様子を引き出せるようにする。 

【④の発問で，「ミレーのためになってよかった。」といった発言があった場合】 

「自分が苦しくても，ミレーが成功したことがルソーの喜びになるのかな。」と問い返す。 

意図 見返りを期待していないルソーの気持ちを考えさせるために，ミレーのための行動がル

ソーの喜びになっていることに気付かせる。 



 - 5 - 

 

時間

配分 
学 習 活 動 教材等 教師の働きかけと発問 予想する児童の反応 

(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11分 

(３分) 

 

 

 

 

(８分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分と友達との 

関係を見つめ直す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめを

する。 

 

 

パワー 

ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳 

カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワー 

ポイント 

⑤ ルソーが「うん，た

ぶん言わないね。」と

言ったのはどうして

でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 二人の友情の話を

聞いて，あなたはどん

なことを思いました。 

 

 

 

⑦ これから，友達とど

んな友情を育ててい

きたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 話し合ったことを

思い出しながらスクリ

ーンを見ましょう。 

 

⑤・ミレーに気を使わせたく

なかったから。 

 ・ミレーの心を傷つけると

いけないから。 

 ・わざわざ言うほどでもな

いと思ったから。 

・言わなくても，ルソーの

気持ちはミレーに伝わっ

ていると思うから。 

・ミレーの活躍している様

子が見られてそれで十分

だったから。 

・本当のことを言わなくて

もルソーはミレーがすば

らしい画家として活躍し

ていること自体を自分の

喜びに感じているから。 

⑥・すごいなあ。 

・二人の友情と比べると自

分たちの友情はまだまだ

だと思う。 

 ・自分は，ルソーのように

はなれないなあ。 

⑦・とにかく友達のことを大

事にする。 

・友達のことをもっと考え

ていきたい。 

・ルソーのように，自分の

ことよりも友達のことを

真剣に考えていきたい。 

 ・友達が何か困っている時

に声を掛けて手伝ってあ

げるのが大切だと思う。 

 ・お互いに助け合う仲間に

なっていきたい。 

 ・たとえ離れていても友達

のことをいつも考えてい

られる自分になりたい

な。 

⑧・友達っていいもんだな。 

・あの子とずっと友達でい

たいな。 

・これからも友達を大切 

にしていこう。 
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指 導 上 の 留 意 点 評価の観点と方法 

○ 意見が出にくい場合は，「もしもルソーがミレーに本当の

ことを言ってしまったら，ミレーはどう思うかな。」と改め

て発問をして，ミレーの側から考えさせて，ねらいに迫れる

ようにする。 

○ ⑤の発問において，ルソーは，ミレーからの感謝の言葉を

期待していなかったことやミレーに気を使わせたくなかっ

た気持ちがあり，友達のルソーがすばらしい画家として活躍

していること自体がうれしかったことを児童とともに確認

する。 

○ 場合によっては，もう一歩深めさせるために「親友のルソ 

ーが買ったねだんが一番高いのだといえるのではないでし

ょうか。」という最後の文章に着目させて，その意味を話し

合う場面を設けて，ルソーが買い取った絵はミレーとの友情

の証であることを児童とともに確認する。 

○ 先に亡くなったルソーの墓の横に，ミレーの墓が隣同士で 

並んでいるエピソードを紹介し，二人は亡くなっても友達で

あることを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

○ 児童にどのように自分の考えや思いを道徳カードに記述

すればよいかをイメージしやすいように，友達とどんな友情

を育てていきたいかを数人の児童に発表させた後に，道徳カ

ードを配布する。 

○ 最初に板書した友達についての内容を見て，自分が考えて

いた友達とルソーのミレーを思う心の深さに目を向けさせ，

自分と照らし合わせて，道徳カードに書くように指示する。 

○ 机間指導を行い，記述できた児童の内容を把握して，発表

の際に意図的に指名できるようにしておく。 

★ カードに記述できていない児童に対しては，その子に合っ

た問い返しをする等の支援をして，自分にもできそうなこと

を少しでも書けばよいことを話し，安心して記入することが

できるようにする。 

★ カードの記述が早く終わってしまった児童に対しては，今

ある友情をよりよくしていくにはどうすればよいかという

視点で，より具体的に記入できるようにさせる。 

○ 友達との触れ合いという視点から，パワーポイントの画面 

を視聴させることを通して，友達っていいなという気持ちを

感じ取らせ，余韻が残るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ どんな友情を育てていきた

いかを書くことができたか，

道徳カードの記述内容からつ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 友達を大切にしようとする

気持ちが高まったか，パワー

ポイントの画面を見ている様

子からつかむ。 

【⑦の発問で，「ルソーはすごい」「ルソーのようになれない。」といった発言があった場合】 

「ルソーのようでなくても，あなたが友達に対してできることがあるはず。これから友達と

どんな友情を育てていきたいかな。」と問い返す。 

意図 自分を深く見つめさせることによって，今の自分よりもよりよくなりたいという思いを

強くもたせる。 
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⑸ 板 書 案 （●の部分は資料範読前に板書する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 備 考 

○ 道徳カード（Ｂ5横。展開後段で使用。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友 

達 

・
遊
ん
で
く
れ
る 

 
 
 

・
何
か
し
て
も
ら
え
る 

 
 

・
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る 

・
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る 

い
ち
ば
ん
高
い
ね
だ
ん
の
絵 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

●
有
名
な
風
景
画
家 

 
 
 
 

●
貧
し
い
生
活 

 
 
 

●
実
は
豊
か
で
な
い 

 
 
 
 

●
展
覧
会
に
落
選 

 

落
ち
こ
む
ミ
レ
ー
を
見
た
時 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

 

ミ
レ
ー
に
お
金
を
手
渡
し
た
時 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

 

な
み
だ
を
流
す
ミ
レ
ー
を
見
た
時 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

 

「
う
ん
，
た
ぶ
ん
言
わ
な
い
ね
。」 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
ん
な
友
情
を
育
て
て
い
き
た
い
か
。 

 

ルソー 

表情絵 

ミレー 

表情絵 

 

 

場面絵１ 

場面絵２ 

道徳カード 「いちばん高いねだんの絵」  氏名【           】 

 

★ これから友達とどんな友情を育てていきたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルソー ミレー 
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いちばん高いねだんの絵 

ジャン・フランソワ・ミレーは、貧しい画家でした。パリで、食うや食わずの生活が続

き、妻と子どもをかかえて、それでもがんばっていました。 

１８４９年、ミレーは、美しい自然の風景を絵にしようという画家が何人か住んでいる

パリ郊外のバビルゾン村に移り住みました。そこで、ミレーより二つ年上のテオドール・

ルソーという風景画家と親しくなりました。ルソーは、パリでも認められて有名になって

いました。 

あるとき、ルソーは、ミレーをはげまして言いました。 

「この前、パリの展覧会で入選した作品は、ぼくも見た。すばらしかった。君は農村の風

景の中に生きる農民を大きく取り上げてかいている。」 

「ありがとう、ルソー君。そう言われると、ぼくはどんなに心強いかしれない。」 

 ミレーは、つかれも知らずに、村じゅうを歩き回ってスケッチし、次から次へと油絵を

仕上げていきました。とはいっても、ひどく貧しく、その日のパンを買えないことも当た

り前のようなありさまでした。貧しいだけならまだしも、展覧会に作品を出して、落選し

たばかりか、きびしい批評をあびせられ、ミレーは何度も自殺しようと思いました。その

たびにはげましてくれたのがルソーでした。 

 ある冬のことです。ろくに食べるものがないうえに、ストーブにたくまきも買えなくて、

ミレー一家は、寒さにふるえていました。 

「ミレー君、いい知らせだよ。君の絵を買いたいという人があってね、僕が頼まれて代わ

りにやってきたんだ。」 

「ルソー君、うそじゃないだろうね。今絵が売れたら、天国にいけるような気持ちだよ。

たとえ、スケッチ一枚だって、助かる。」 

「だめだめ。スケッチじゃ、たいしたお金にならない。この間、完成した『接ぎ木をする

農夫』がいい。ぼくは傑作だと思う。作品も、ねだんも、ぼくに任されているんだ。これ

くらいならどうだろう。」 

ルソーは、何百フランかのお金をミレーに手渡しました。 

「ありがとう。こんなねだんで売れるなんて、夢のようだ！絵を買ってくれるという人に

よろしく言ってくれたまえ。」 

 ルソーは、カンバスをかかえると、すぐに帰って行きました。 

 おかげでミレー一家は、この冬をなんとか過ごすことができました。こうした生活の中

で、ミレーは、『落穂ひろい』『晩鐘』をかき、パリでも認められる農民画家になりました。 

 ミレーよりも先に有名になったルソーでしたが、それほど豊かであったわけではありま
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せん。 

「このところ会っていないが、ルソー君はどうしているのだろう。病気でねこんでいるの

かもしれない。」 

 ミレーはふと気がかりになりました。 

 思ったとおりでした。ベッドに横になっているルソーに毛布をきちんとかけてやりなが

ら、ミレーは、かべにかけられている一枚の絵に気づきました。 

「ルソー君、このかべの絵は、たしか、ぼくの・・・・・？」 

「そうだよ。まぎれもなく、きみがかいた『接ぎ木をする農夫』だよ。」 

 ルソーはにっこりしました。 

「だけどきみ、この絵をまた買いもどしたのかい？そんなことをしなくたって、きみがほ

しいと言ってくれれば、いつだって、ぼくの絵を持ってきたのに。」 

「じつはね、買いもどしたわけでも、なんでもない。初めから、ぼくがほしかったんだ。

ぼくが、ぼくにたのまれて、きみから買ったのさ。」 

「ええっ？なんだって、きみ！」 

 ミレーは思わず、ルソーのまくらもとに、ひざまずいていました。ミレーは、この友達

の手を、しっかりとにぎりしめました。ミレーの目からあふれ出たなみだが、結ばれた手

の上に、ぽとぽと落ちました。 

「ずっと、この絵はこの壁に飾られていたんだね。この絵はなんと幸せな絵だろう。」とミ

レーは言いました。それが、ルソーの友情への、心からの感謝の言葉だったのです。 

 あのころ、あのねだんで絵を買い取れるほど、ルソーが豊かではなかったことを、ミレ

ーは知っていました。あまりの生活の苦しさに、ミレーが自殺さえしかねないありさまを

見かねて、ルソーが救いの手をさしのべたのでした。それも、ミレーの心が傷つかないよ

うに、絵が売れるという心の支えができるようにと、深い心配りをして。 

「もし、今日のようなことがなければ、きみはついに、本当のことを、ぼくに言わなかっ

たろう？」ミレーは言いました。 

「うん。たぶん、言わないね。」ルソーが答えました。 

 数年後、ルソーは５５才で、ミレーは６１才でなくなりました。その死後、ミレーがか

いた絵はおどろくようなねだんで売り買いされました。でも、親友のルソーが買ったねだ

んがいちばん高いのだと、いえるのではないでしょうか。 

 

         【明るい心６年：愛知県教育振興会】 

     〈愛と友情のものがたり「みんな友だち四年生」(桜井信夫)〉による〉   


